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  どこまでも続くかのように広がる豊かな草原と青い空、

そして砂漠。広大な自然のなか、モンゴルの人々は、何世

紀にもわたって、遊牧生活を営んできました。その美術

作品の多くには、雄大な自然と、自然がもつ神秘的な力、

そしてともに生きる動物たちの姿が表されています。一

方で、かつて社会主義国として近代化を目指した時代に

は、社会主義の理想を表現した明るい絵画が、民主化し

た1990年代以降は、社会主義時代の暗部や都市化によ

ってもたらされる問題など、モンゴルの複雑な歴史を表

した作品が制作されています。本展では、草原の国モン

ゴルの光と影を表す、1960年代から現代までの美術作

品を紹介します。モンゴル独特の壮大な風景をお楽しみ

ください。

　モンゴルは、1924年に「モンゴル人民共和

国」として独立を果たし、ソビエト連邦に続く世

界で2番目の社会主義国として歩みはじめまし

た。それまで美術的な表現といえば、チベット仏

教の影響を受けた仏教美術が主流でしたが、ソ

連から美術教師が派遣されたことによって、モン

ゴルでも西洋美術

が教えられるように

なり、多くの油彩画

が制作されました。

1960年代頃から

は、かつて主に仏教

美術で用いられて

いたモンゴル画や

アップリケの技法も

復活し、社会主義的な題材やモンゴルの伝統が

表現されるようになりました。この時代、美術作

家たちは、画材や制作場所など国からの支援を

受けて制作を行うことができましたが、一方

で、社会主義的な題材が好まれ、国の政策に

反するような主題や抽象的な表現は描くこと

ができませんでした。

　1980年代後半からは、ソ連の開放政策と連

動するように、モンゴルでも民主化運動が起こ

り、1992年には新生「モンゴル国」が誕生しま

した。これを機に、ソ連との関係上タブーであ

ったチンギス・ハーンなど英雄の姿や社会主

義時代に弾圧を受けた仏教的な主題などを自

由に描くことができるようになりました。

①

①社会主義の光と影

シャグダルジャヴィン・チメドルジ

　フレーの女性 1999 アクリル・画布

＜出品作品リスト＞

アジャギーン・センゲツォヒオ

　力士  1963  水彩・布

ビャムバーギーン・チントグトホ

　ソ連の人民革命をモンゴルで祝う 

  1977  水彩・布



②

　社会主義時代から現代まで、モンゴル美術で最も人気のある主題は「自然」です。モンゴルの草

原や青空、砂漠などの雄大な風景は、美術作家にとって魅力的な主題でした。そこには、人々の暮

らしに欠かすことのできない馬や羊、ラクダといった家畜たちの姿も、しばしば描きこまれていま

す。また、モンゴルの人々は自然の中に霊的な力を感じ、祈りを捧げますが、特にツェグミドの作品

には、そうしたモンゴルの人々の宗教観を感じ取ることができるでしょう。さらに、自然を称える作

品だけでなく、都市化による自然破壊を訴える作品も制作されています。1990年代以降は、自然

を主題にしながらも、抽象的な表現を行う美術家たちも登場しています。

＜出品作品リスト＞

ソドノミン・トグスオユウン

　南ゴビにて  1988  油彩・画布

ツルテミン・エンクチン

　窓  1987  油彩・画布

ツェレンナドミディン・ツェグミド 

　キャラバン 1994 油彩・画布

　オルホン河 1993 油彩・画布

　不思議なこと 1993 油彩・画布

ラドゥナーギン・ドゥインホルジャフ

　起こるかもしれない 

  1988  油彩・画布

オルシヒン・ダランバザール

　警告 1988 アクアチント、エッチング・紙

チュルテム・ボルドバータル

　自然・古代壁画・抽象表現主義 

　2003 アクリル、油彩・画布

ダヴァー・ドルジェレム

　空間から聴こえる声 2 

　2009 自動車用パテ、ヤギの皮、紙、木

②崇高なる自然

②

③

③

ツェレンダシン・ダヴァーフー

　新しい街  1988  水彩・布

作者不詳

　幸福 1970年代  アップリケ（絹、綿、糸）

オチリン・ミャグマル

　人の考え方は変わってきましたね 

　1969 油彩・画布

セレーテリン・ダグヴァドルジ

　チアフンドルジの肖像  1986  油彩・画布

チョインドンギン・フレルバータル

　天の助けにより 1994 油彩・画布

　最後の祈り 1993 油彩・画布

ツァガーンダリーン・エンフジャルガル

　月の子どもたち 1993 油彩・画布

　街の通り 1993 油彩・画布
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